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ハ
ン
セ
ン
病
と
誤
診
さ
れ
て
も

尚
、
愛
す
る
こ
と
で

生
き
る
少
女
の
青
春
物
語

東
京
酒
を
望
む
臨
海
副
都
心
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
H

に
遊
ぴ
に
き
た
森
田
ミ
ツ
（
酒
井
美
紀
）
は
、
吉
岡

努
（
渡
部
篤
郎
）
と
い
う
沖
縄
出
身
の
土
日
年
と
出
会

う
。
吉
岡
は
ミ
ツ
を
車
に
釆
せ
、
都
心
に
出
て
食
事

を
し
、
映
画
を
見
た
後
、
沖
縄
出
身
者
の
狐
う
酒
場

へ
と
述
れ
て
い
っ
た
。
ミ
ツ
に
と
っ
て
燈
き
と
喜
ぴ

に
満
ち
た
時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
そ
の
夜
、
二
人

は
当
然
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

し
か
し
｀
そ
の
喜
ぴ
も
つ
か
の
間
、
ミ
．
ツ
は
ハ
ン

セ
ン
病
と
診
断
さ
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
仮
殺
所
、

信
愛
園
へ
と
隔
離
さ
れ
て
し
ま
う
。
心
細
さ
と
不
安

を
抱
え
る
ミ
ツ
だ
っ
た
が
、
信
愛
園
で
は
、
シ
ス
タ

ー
山
形
（
松
原
智
恵
子
）
や
稲
村
呑
護
婦
長
（
三
條

美
紀
）
か
ら
温
か
く
迎
え
ら
れ
る
。
特
に
同
室
の
元

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
加
納
た
え
子
（
岸
田
今
日
子
）
は
、

ミ
ツ
と
同
じ
年
の
頃
に
入
園
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

ミ
ツ
と
の
交
流
を
深
め
る
。

ミ
ツ
の
ハ
ン
セ
ン
病
は
誤
診
と
判
明
す
る
。
ミ
ッ

は
”
外
の
世
界
“
へ
と
戻
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
た
え
子
や
、
こ
こ
で
8
0
年
間
も
生
活
し
て

い
る
上
條
老
人
（
小
林
桂
樹
）
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ

っ
て
、
自
身
の
存
在
と
価
値
を
見
出
し
、
園
内
に
と

ど
ま
る
こ
と
を
決
烈
す
る
。
や
が
て
彼
女
は
、
こ
の

園
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
く
。

吉
岡
は
す
ぐ
に
で
も
ミ
ツ
を
訪
ね
よ
う
と
思
い
な

が
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
体
験
を
持
つ
酒
場
の
マ
ス
タ

ー
（
宍
戸
錠
）
の
助
言
も
あ
っ
て
、
一
通
の
年
賀
状

を
送
っ
た
だ
け
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
待
ち
望
ん

だ
返
信
が
た
え
子
か
ら
届
い
た
こ
と
で
、
吉
岡
は
一

目
散
に
侶
愛
園
の
あ
る
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
へ
と
向
か

う
。
今
こ
そ
、
愛
の
ゆ
く
え
を
確
か
め
る
た
め
に
。

し
か
し
…
…

あ
な
た
の
心
に
と
ど
け
ま
す

『
愛
す
る
』
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
、
人
間
と
し
て

の
生
き
方
に
目
ざ
め
た
少
女
が
、
人
を
愛
す
る
こ
と

で
周
囲
の
人
た
ち
に
も
多
大
な
彩
饗
を
与
え
、
自
分

自
身
も
ま
た
聖
な
る
魂
へ
と
昇
華
す
る
平
1
1春
物
語
で

監
粁
・
脚
本
は
『
忍
ぷ
川
し(
7
2年
）
『
サ
ン
ダ
カ
ン

八
番
娼
館
・
望
郷
』
(
7
4年）
『
海
と
土
母
薬
』(
8
6年）
で

三
度
の
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
ワ
ン
に
輝
き
、
『
海
と
甜

薬
』
で
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
審
査
員
特
別
代
、
『
千

利
休
•
本
党
坊
迫
文
』
(
8
9年）
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

国
際
映
画
祭
サ
ン
マ
ル
コ
銀
獅
子
伐
を
受
伐
し
た
、

日
活
出
身
の
名
匠
・
熊
井
啓
。
『
海
と
甜
薬
』
『
深
い
河
』

(
9
5年
）
と
共
に
遠
藤
周
作
原
作
三
部
作
の
完
結
篇
で

あ
り
、
今
は
亡
き
遠
藤
周
作
へ
の
“
鎖
魂
作
“
で
す
。

原
作
は
遠
藤
周
作
の
「
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
」
。

主
人
公
の
ミ
ツ
は
原
作
者
が
最
も
好
ん
だ
；
平
凡
で

愚
か
だ
が
堅
化
さ
れ
た
人
間
“
で
あ
り
＂
愛
を
具
現

す
る
女
性
“
で
す
。

こ
の
ミ
ツ
を
演
じ
る
酒
井
美
紀
は
『
L
o
v
e
L
et
,
 

t

e
r
 ~ 

(
9
5年）
で
デ
ピ
ュ
ー
、
C
X
I
T
>

「
白
線
流

し
」
で
人
気
を
博
し
、
今
年
は
す
で
に
ょ
流
れ
板
七

人
J
『
恋
と
花
火
と
観
屁
車
し
『
誘
拐
』
と
た
て
統
け

に
出
涸
し
、
今
、
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
女
優
の
一

人
で
す
。
彼
女
の
ピ
ュ
ア
な
イ
メ
ー
ジ
は
ま
さ
に
適

役
で
す
。

吉
岡
の
渡
部
篤
郎
は
『
橋
の
な
い
川
』

(
9
2年
）
で

デ
ピ
ュ
ー
し
、
『
静
か
な
生
活
』
(
9
5年）
r

ス
ワ
ロ
ウ

熊
井
啓
・
遠
藤
周
作
コ
ン
ビ

―
―
一
部
作
完
結
篇

す
。
心
身
に
傷
を
負
っ
た
粁
年
と
の
出
会
い
、
初
め

て
の
恋
、
初
め
て
の
性
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
診
断
さ
れ

た
こ
と
で
の
絶
望
的
な
別
れ
。
板
養
所
で
奉
仕
活
動

を
行
う
人
々
や
、
隔
離
さ
れ
た
こ
と
で
純
化
し
た

人
々
と
の
出
会
い
。
そ
こ
で
彼
女
は
自
分
自
身
の
存

在
を
強
く
慈
識
し
、
誤
診
と
わ
か
っ
た
後
で
も
、
そ

こ
に
と
ど
ま
り
、
愛
し
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
迫
伝
性
は
な
く
、
感
染
力
も
非

常
に
弱
く
、
今

H

で
は
通
院
治
療
で
完
治
す
る
病
気

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
差
別
と
偏
見
は

厳
然
と
し
て
あ
り
ま
す
。
1
9
9
6

年
春
に
患
者
の

強
制
隔
離
な
ど
を
規
定
し
た
「
ら
い
予
防
法
」
が
9
0

年
ぷ
り
に
廃
止
さ
れ
た
時
、
菅
直
人
元
厚
生
大
臣
が

謝
罪
し
た
よ
う
に
、
こ
の
法
律
は
国
と
人
間
が
犯
し

た
大
き
な
過
ち
で
あ
り
、
現
在
も
全
国
1
5
ヶ
所
の
釈

養
所
で
生
活
す
る
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
切
実
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

愛
す
る
人
は
幸
福
羞

テ
イ
ル
』
(
9
6年）
と
活
躍
。
現
代
の
様
々
な
要
索
を

具
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
、
時
代
に
よ
っ
て
心
身
と
も
に
傷
つ
い
た
吉
岡
と

は
ダ
プ
ル
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

こ
の
映
画
の
テ
ー
マ
を
体
現
し
て
い
る
と
も
い
え

る
岸
田
今
日
子
、
小
林
桂
樹
。
ま
た
、
か
つ
て
の
日

活
黄
金
時
代
の
ス
タ
ー
、
宍
戸
錠
、
岡
田
慎
澄
、
松

原
智
恵
子
他
の
共
浙
も
見
所
で
す
。

新
生
日
活
第
一
弾
と
し
て
日
本
映
画
を
代
表
す
る

ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
が
結
巣
し
た
『
愛
す
る
』
は
、

み
ず
み
ず
し
く
、
せ
つ
な
く
、
ア
ッ
プ
ト
ゥ
デ
イ
ト

な
行
春
映
画
と
し
て
、
待
望
の
作
品
で
す
。
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